
『新・やまと物語』 改訂版

■日本書紀や古事記は、

『天照大神の血筋を引く子孫のみが、天皇になれるのであって、他の者は、何天も、天皇にとって代わることは出来ないのだ』
と述べ、【万世―系の理想の系譜】を掲げている、と言えましょう。

■とはいえ、記紀を入念に読むと、何度も、<東西の二朝時代>が出現したょぅに思われます
・つまり、記紀は、<二朝時代>があったということを隠し、【万世一系の理想の系譜】に、書き替えているようです。

■あえて言えば、中国で幾度となく繰り返されている「禅譲」が、我が国へ到来しないように願って、【万世一系の理想の系譜】が創作されたものと思われます。
・ その絶大な効果は、今までの日本の歴史が、如実に物語つています。

・ 日本に、【禅譲】が入り込むことは、決してありませんでした。

■世界中を見渡してみても、他に例をみない 【こころみ】だといえましょう。

― ―            _                                                   えつらん

『新・やまと物語』第1巻 "第2巻を読まなくても、第3巻等々、どこからでも御蘭覧ください。きつと、ご理解いただけると思います。

第3巻等を読んで、興味を持つていただけましたら、第1巻・第2巻を御拝読ください。

(1)本屋で、第1巻口第2巻を販売しています。

(2)〔各地域の〕中央図書館【レファレンスコーナー 】に電話し、近くの図書館へ転送してもらうと便利です。

′
一

√

注記

口画面上部の『回転マーク』を押すと、画面全体が 時計回り方向に 90° ずつ、回転します。 適正な状態で お読み下さい。

(第 3巻 ) ① l推
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第 2表 前300年 ころを中心とする朝鮮半島の歴史と日本の歴史との対比 (想像)

遼寧地方           朝鮮半島                   北九州・山口地方 中国・近畿地方

新石器時代

櫛叉土器時代
縄 文 時 代

前1100

奮艶昼亀:で文様は無い。

・彩色土器も出土。

・回転台や陶車を使用 しない

平底の土器。

0本格的な農耕が始 まる。

・石庖丁が代表的。

0低い丘陵に集落形成(

O隅丸長方形の竪穴式住居。

O方形周溝墓が多数発見されつ

つある。

〇赤振色の
選痰土器

○銅剣
(3)銅矛

●高度な稲作技術

下層調査により‐

は別系統の設民
`扶

余系殷民,

の子孫渡来か。

段滅亡の紀元前1100年 以後あまり

年月を経ていないある時、扶余 (今

の満州)あ た りから、韓国南西部の

扶余郡『松菊里遺跡ぜの地、および

日本列島 (北九州・中国・近畿地方

など) のと思われ る.

夜自式土器、 他 .

『水田」の
【扶余郡松菊里造跡等】

●青銅器の鋳型が出土した。

●ジャボニカ種の戻化来が出土.

●環濠が見 られる.

●円形・隅丸長方形の竪穴式住

居が混在する。

К箕子の子孫達に追われた者等が、

朝鮮半島から、日本列島へ大挙 し

て移住 したのであろう。

¨
艶

●石棺墓

C)上娠墓 ィ次第|こ 、朝うヽヽI藤:へ功啓わってウく。

ラ』こ・じ盪ダ|ビ寝埓に1意 1)褻ライ1顔撃t夕ψ

判明)

「●石庖丁

●甕棺製 九州・近畿 (大阪府茨木市立文化

財資料館冊子参照)の両地域に見られる〕

●支石墓

●環濠

来扶余系殷民の子孫達は、前300年 頃、当

初の弥生人の支配下に置かれたと解さ

れる。

ノ

戦

国

時

代
ら

O銅剣・銅矛・鋼戎・銅鏡・ 発
;

などが墓内から出土。

O鋳造製の鉄斧・鉄鎌なども

出土。
(D甕棺。

O(隅角)長方形の竪穴式住居.

C)環濠は不明.

当初の弥生人

〔速費‖i式土器〕
・板付 I式、板付 ■

式等の弥生前期土

器の総称 .

・北九州から中部地

方へかけての広ヽ`

地域に分布する茶

場C型≧圭露,

縄文式土器に比
へると、文様は

少ない

1ヽ色 され るここ

す_平底

本IL i]な 鷹|14●
‐行

なわれる
・石庖■つ`代表的

、低い丘なこに

'落を営し .

・隅丸■方月.0留

銅鐸文化圏

・1大型の銅鐸か作

られるようにな
る.
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．
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陶
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前206

前202

25

(E'墓 制
・甕棺墓

・石棺墓

・土壌墓
。支石墓

秦の天下統一

前 190

前 108

青銅器時代後期 (工 期)前 1

0青銅器

銅剣・銅矛・銅文・

小形銅鐸 (馬鐸 )等

が土猿墓に埋納 さ

れている。

初期鉄器時代

O鍛造製の鉄利器も

墓内に埋納 されて

いる。

r*北朝鮮に留まった
｀
ヽ

1 箕子一族の者達の
|

1 習俗だったのであ |

(ろ う。    リ

韓王 となる。

海中の王 となる。

(I〕銅剣、銅矛、銅成、銅鏡、 艶

等が墓内から出土。

●小形銅鐸の鋳型が出上 した .

C)赤掲色の舞,生量退.

・汲田 (く んでん)式土器

・須玖 (す ぐ)式土器
|二 '1昌 i青,物

ベッ ド状遺構を伴 う。

身分の差による

違いかどうか、

不明 .

*墓内に青銅器等を埋納 ,

7~1版 築の技術が見られる。

(=)環 濠がめぐらされる場合もあ

る。
:1夜臼 (ゆ うす)式土器の上に茶

褐色の土器 (弥生時代当初の

土器)が あり、その上に赤褐色

の土器 (須玖式土器を代表と

するもの)があるメ「季刊考古

学」第19号、1987年 5月 1日

発行、雄山閣、24頁。他参照)
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た者達が、遼
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等から朝鮮半

島へ流入 した

のであろう、

無叉上器時代

青 鋼 器 時 代

前期

率 .^^露劉
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蕎良朝鮮国時代 |
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丁TT¬

前漢時代

前1100年 頃、

周に破れた殷

民が、遼寧・

扶余地方等ヘ

移住 したので

あろう.

■遼寧地方に

は、箕子の

子孫達が居

住 した と思

われる.

■赤褐色無文

土器、銅剣、

銅鏡、£也等

か出土する。

達か、北九

州・山口地

方 に 100余

国 を 置 い

て統治 した

のであろう.

銅剣・銅矛

文化圏
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第 3表 弥生時代を中心とする時代区分
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箕子朝鮮国奪われる

立副

前104頃、

となる

(「三国志」

前 1

は、北九州・山 口地 方 を
|の王」 とな ったか。

箕子は、

前180頃、
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(倭人による統一)

-400- の国譲

当表の『時代』および『区分』は、佐賀県教育長、高島忠平氏の見解を基
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